
国立赤城青少年交流の家 プログラム 

 

 

 

 

                                               Ｒ２ver. 

内容 

  日本を代表する木である「杉」の板に、記念日や思い出を描き、自分だけのオリジナルプレートを作る

活動です。 

 
 

活動前の準備 

・１ヶ月前までに教材申込書を提出する（ＦＡＸ） 

・事務室にて事前打ち合わせ（指導上の留意点や会場の確認）  →  物品の貸し出し 

 ・食堂売店にて、杉板セットや絵具を購入する 
 

活動の流れ 

 １ 会場・貸出物品のセッティングをする 

    ↓ 

 ２ 杉板セット・絵具を配布し、中身を確認する 

    ↓ 

 ３ 引率者から焼き板作りの説明をする 

  ①焼く  … かまどを作り、火をおこし、杉板を入れて焼く 

  ②みがく … 全面が焼けたら、新聞紙を敷き、たわしで磨いて、すすを落とす 

  ③ふきとる… 古タオル等で、すすを拭き取る 

  ④えがく … デザインを考え、絵具で絵や文字などを描く 

  ⑤かざる … ヒートンと紐を付けて、焼き板壁掛けの完成 

    ↓ 

 ４ スタート 

 ５ 完成した人から、身の回りの片付けをする 

 ６ 会場の清掃 

 ７ 事務室に完了報告（数を確認して借りた物品の返却） 

 ８ 野外備品使用報告書を食堂売店へ提出（薪代～使用した薪数） 

 

活動に必ず必要なもの 

 ・杉板セット（板、ヒートン、紐）1人 220円 ・絵具（5色）5人セット 900 円（1人 180 円） 

 ・薪代 1束 450円（かまど 1 つにつき 1束が目安） ・チャッカマン ・たわし ・新聞紙 

 ・軍手 ・古タオルやぞうきん  

 

交流の家で貸し出しできるもの 

 ・かまどセット（かまど、火ばさみ、ほうき、十能、バケツ） ・野炊用テーブル  

 ・筆 ・パレット ・筆洗 

 

留意点 

 ・【１かまどの目安人数】５～１０人（安全上のため、６人以上の場合は、半数ずつ焼いてください。） 

 ・火を使うので、やけどや怪我、また周囲の安全も確認して行ってください。 

 ・かまどやテーブル等の片付けを確実にお願いします。 

【 焼き板 】 


